
第2205回 (2013.11.6（水) 曇りのち晴れ） NO.1585

メーキャップ

今週のお祝い

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／木美俊彦 ●幹事／長棟信泰 ●会報／楠 明彦

会員数 92名

「 ロータリーに誇りを ! 参加しよう そして、行ってみよう 」

今週のお祝い

出席100％祝： 3年 永見吉平君 39年 種田進君

会員数 92名
（正会員 91名 名誉会員 1名）

会長挨拶

１１月になりまして、街路樹が赤や黄色になってき
ました。先日、村上会員が逝去されました。１０月３１
日に亡くなられましたが、急に亡くなられ、残念なこ

幹事報告
１．鳥大医学科4年地域医療体験

池田陽祐君、伊田絢美さん来訪

日に亡くなられましたが、急に亡くなられ、残念なこ
とであります。

村上会員は米子東ＲＣ創立時のチャ－ターメン
バーでありまして、第１０代の会長をされました。村
上会員の印象的なお話のなかで、よく途中で辞め
られる方があり、会費の割にメリットがないというお
話がありますが、これに対しロータリーは、利益を得
るための処ではないと云うことを、何度もおしゃって

ま

２．10/31 チャーターメンバー村上一平会員ご逝去
（享年93歳） 11/4告別式いました。

それについては、超我の奉仕ということを話されて
いました。これから、米子東ＲＣではチャーターメン
バーの方がいなくなるわけで、違ったステージにな
りますので、メンバーの人はそれぞれ研鑽してレベ
ルアップし、結束を固めていかなければならないと
思います。

（享年93歳） 11/4告別式
３．11月ロータリーレート1ドル100円
４．「2012-13 地区活動報告書」 森田直前G事務所
５．12/8次期クラブR財団委員長研修会（益田市立
市民学習センター） 松本GE事務所
６．11/22（金）第2G会長幹事会（米子全日空ホテル）
７．2014.3.15 阿波徳島RC創立10周年記念式典の

ご案内（阿波観光ホテル）ご案内（阿波観光ホテル）
８．例会変更のお知らせ
米子中央RC11/14（木）移動例会 ビジター受付あり
米子南 11/18（月） 〃 〃
鳥取中央 11/18（月）⇒11/16（土） 〃

創立25周年式典

次回プログラム予定

今後の主な予定
11/15～17 第10回グレン＆千杯R選抜野球
大会 （東京）
11/20 第3回家庭集会 （かき船）
11/27 年次総会 （例会終了後） 次回プログラム予定

11/13 「英国のこと」 クィーンズイングリッシュ
英会話スクール 代表 ディビッド・マーティン 氏
11/20 「私の職業」 片岡敏一 会員

「 〃 」 大野耕策 会員
「 〃 」 佐々木宏 会員

11/27 「国際奉仕活動事業」 関連

11/27 年次総会 （例会終了後）
12/4 指名委員会 （ 〃 ）
12/18 クリスマス家族会
12/25 休会 （定款第6条）



＜プログラム＞

「ロータリーの友」紹介

雑誌委員会リーダー
戸田 忍 会員戸田 忍 会員

「私の職業」

日本交通株式会社 澤 耕司 会員

創業者の澤春蔵は、１９０１年３月鳥取県岩美町大谷に生まれました。１９２３年関東大震災の後、東京
の復興に参加したいという夢を持ち鳥取を後にしましたが 東京は鳥取から遠すぎると 大阪でタクシーの復興に参加したいという夢を持ち鳥取を後にしましたが、東京は鳥取から遠すぎると、大阪でタクシ
運転手を始め、１９２６年に沢タクシー株式会社を創業しました。戦後にタクシーは、大手の自動車メー
カーが作っていなかった為、自社工場で１２３台製造しています。現在運転している自動車２７８９車両、
従業員４４００名で創業者の精神が受け継がれています。

当社の特徴は、夜行バスでは、３列シートというのはよくありますが、昼でも３列シートのバスを運行し
ており、これが非常に好評です。この７月２１日から、広島便を松江経由に変えました。非常に評判が良く、
片道３８００円往復６８００円です。ぜひ広島カープの応援に行ってやろうとか、いろいろなケースでご利用
頂ければと思います。

今問題になっているのは、タクシーの経営が非常に厳しいということです。都市部も厳しいですが、郡部
も厳しいです。そこで、郡部では運行バスよりタクシーの方が効率が良いという事で、高齢者向け福祉タ
クシーとして、通常料金の半額で乗れるようにしております。

まちづくりや村づくりというものは、公共交通とは密接に関係していると思います。米子でも、中心市街
地活性化や駅前活性化、観光というものと密接に関係しながら、これからも交通事業として可能性を広
げていきたいと思います。


